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　昨年２月から新型コロナウイルスの感染が世

界中で流行し、平和な日常生活が一変してしま

いました。昨年に引きつづき、今年も我慢の年になりそうです。そんな中、

アメリカやイギリスなどで、新型コロナウイルスワクチンが開発され、日本

でも順次に予防接種が行われますね。予防接種で少しでも感染が治まること

を願うばかりです。
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※変更になることがあります。

◆理　髪（月２回）　
◆法話会（月１回）
◆お茶会（月１回）
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　きらら腰痛予防チームでは、介護職員を対象に移乗動作（車い
すからベッド）の技術指導を行っています。研修会を行う事で、
技術指導と共に、個々が抱える課題の抽出につながっています。
　腰痛予防は、ご利用者の保有能力（立位や座位姿勢が保てる
等）、福祉用具の活用、職員個人の身体管理、技術指導等の多岐
に亘ります。
“腰痛予防は1日にして成らず”“腰痛予防の道も一歩から”…です。
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今年度もたくさんのご利用者が

素敵な表情を見せてくださいました。

来年度も皆さんと一緒に

楽しく過ごしていけたら嬉しいです。
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腰痛予防研修

（順不同）令和2年12月17日～令和3年3月16日
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あたたかいご寄付、ご奉仕ありがとうございました
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真宗大谷派高岡教区第
3組第二小会長　馬川透
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きららデイサービスセンター

　お正月には恒例の福笑いを楽しみまし
た。日本の伝統的な遊びと言われています。
「右、少し上」等、周りの皆さんの声を頼
りに目隠しの中、手探りでおかめさんを仕
上げていきました。

　ひなまつりの献立では、二色の酢飯で
ひし形のちらし寿司をいただきました。
　その他、愛知の赤味噌のおでんなどの
全国の郷土料理も多彩です。

福 笑 い福 笑 い

　令和３年１月20日(水)鏡開きの餅を使って、ぜん
ざい作りを行いました。甘く煮た小豆の中に、薄く切
って柔らかくした餅を入れました。小豆汁をお椀に入
れるご利用者、餅を入れるご利用者、皆さんで分担し
て行いました。出来上がったぜんざいはとても甘く美
味しく仕上がり、おかわりされる方もおられました。

生け花

お正月の暮らしお正月の暮らし

ぜんざい作り

おせちりょうり

栄 養 ひ な ま つ り栄 養 ひ な ま つ り

　成人を迎えて、わからないことがあったらす
ぐに誰にでも聞くこと。笑顔でいること。コミュ
ニケーションをとることを目標にして頑張ります。

大浦葉月職員

　成人式を迎え、自分も大人の一員となりまし
た。また今年で3年目になるので、これからも
頑張っていきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

竹村優我職員

　令和3年2月3日(水)節分会を開催しました。
　職員が青鬼と赤鬼の衣装を着て、各フロアを回りました。豆に見
立てた新聞紙玉を、ご利用者に力一杯投げて頂きました。何度も豆
を投げられるご利用者、怖がられるご利用者、喜ばれるご利用者。
食堂内には、笑い声や歓声があがり、とても楽しい立春のひととき
となりました。おやつには、皆さんで、福豆や甘酒を頂きました。

節分

　お正月に飾る生け花を利用者と共にいけま

した。「どこにさせばよいかな？」と話しなが

ら生けておられました。皆さん素敵な生け花

ができて喜んでおられました。

の
人人

負負
抱抱

成成

　日本では古くから、大豆には邪気を払う穀霊が宿っ
ていると考えられていました。
　生の豆をまくと拾い忘れた時に豆から芽が出てくる
可能性があります。節分でまいた豆が芽を出すのは「邪
気が芽を出す」として縁起が悪いとされ、芽が出ない
ように炒った豆が用いられています。

豆知識「なぜ炒った大豆をまくのか？」豆知識「なぜ炒った大豆をまくのか？」

～鬼は外、福は内～～鬼は外、福は内～
　２月２日は節分で、きららデイでも
豆まきを行いました。赤鬼、青鬼に向
かって「鬼は外、福は内」と炒った豆
をまくことで厄や災難を払い、新年の
無病息災を願いました。
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